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はじめに
これまでの重層的な汚染水対策の進捗により，汚染水発生量が減少してきている。
建屋流入量については，周辺からの地下水の流入及び建屋屋根損傷部からの雨水の流入により
概ね説明できているが，一時的にそれらだけでは説明できない流入量の増加が確認された。
更なる汚染水発生抑制のため，一時的な流入量増加の要因について調査・対策検討を実施中で
あり，今回その状況についてお示しする。

汚染水の浄化処理

地下水ドレン

汚染水を漏らさない対策

汚染源に水を近づけない対策
汚染水を取り除く対策

地下水の流れ
山側→海側

透水層

難透水層

ウェルポイント

地下水バイパス

T.P.+2.5m盤

T.P.+8.5m盤

T.P.+33.5m盤

汚染水対策の全体概要
海側遮水壁

フェーシング

サブドレン

陸側遮水壁

サブドレン信頼性向上対策

屋根雨水流入対策
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１．一時的な建屋流入量の増加について

２．大雨時の一時的な建屋流入量の増加について＜2017年10月台風時＞

２-１ ＜大雨時＞増加要因の調査

２-２ ＜大雨時＞増加要因と対策（①トレンチ）

２-３ ＜大雨時＞増加要因と対策（②屋根損傷部）

３．降雨がない期間の一時的な建屋流入量の増加について＜2018年2月＞

３-１ ＜降雨なし＞増加要因の調査

３-２ ＜降雨なし＞増加要因と対策（K排水路）

４．まとめ
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１．一時的な建屋流入量の増加について
 2017年度の建屋流入量について，「実績値」と「推定値(①地下水流入量＋②屋根雨水流入量)」
との比較を行った。これらは概ね合致しているが，一時的に差異が生じている時期がある。

 差異は降雨の有無によらず発生していることから，代表として，大雨時（2017年10月台風時）
と降雨がない期間（2018年2月）を選定し，その要因と対策について検討した。
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建屋滞留水

屋根損傷部

①地下水流入
▽地表面

②屋根雨水流入

【試算方法】
①地下水流入量(推定)
サブドレン平均水位と建屋流入量の
関係から回帰式により試算
②屋根雨水流入量(推定)
屋根損傷面積×降雨量 により試算

建
屋
流
入
量
（
m
3 /
日
）

降
雨
量
（
m
m
/週
）

大雨時の差異
（2017年10月台風時）

降雨がない期間の差異
（2018年2月）

2017年度 １～４号機建屋 流入量(実績)と経路別推定流入量

建屋流入量(実績)
※1: 週データ(m3/週)を日あたり(m3/日)に換算※1

①地下水流入量(推定) ②屋根雨水流入量(推定)

建屋流入経路の分類
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２．大雨時の一時的な建屋流入量の増加について＜2017年10月台風時＞ 1/2
2017年10月台風時の建屋流入量について，降雨に応じた変化を把握するため，1時間毎の建屋流入
量の推移を確認した。
 降雨の序盤は，「実績値」と「推定値（①地下水流入量＋②屋根雨水流入量）」は概ね合致して
いるが，その後は徐々に差異が大きくなっている。

 降雨後は，サブドレン平均水位が高止まりしているにもかかわらず建屋流入量は減少。
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１～４号機 建屋流入量(実績) と 経路別推定流入量（2017年10月台風時）

降雨序盤 降雨中盤～終盤

降雨後、サブドレン平均水位は高止まり

降雨後、建屋流入量は減少
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２．大雨時の一時的な建屋流入量の増加について＜2017年10月台風時＞ 2/2

1,2号機 建屋流入量 3,4号機 建屋流入量

※1： 集計期間10/22 0:00 ～ 10/24 0:00で，「実績値」と「推定値（①＋②）」との差分を累積加算した。
※2： ①地下水流入量(推定)は、1,2号機-3,4号機それぞれ1~4号機全体の1/2として概略計算した。
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建屋流入量を1,2号機と3,4号機に分解した。

・建屋流入量は降雨に対して時間遅れを伴って変化している。
・

1,2号機

3,4号機

①地下水流入量(推定) ②屋根雨水流入量(推定)建屋流入量(実績)

・建屋流入量の降雨に対する時間遅れは1,2号機に比べて小さい。
・

差異の集計期間
※2

「実績値」と「推定値(①+②)」との差異※1
約1,400m3 ⇒ 約6,000m2の降雨に相当

「実績値」と「推定値(①+②)」との差異※1
約900m3 ⇒ 約4,000m2の降雨に相当

「実績値」と「推定値(①+②)」との差異※1は約1,400m3 ⇒ 約6,000m2の降雨に相当

「実績値」と「推定値(①+②)」との差異※1は約900m3 ⇒ 約4,000m2の降雨に相当
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２-１ ＜大雨時＞増加要因の調査 1/2

（調査）
 降雨が地盤に浸透せずに建屋に流入する可能性がある箇所を抽出

• 地上の建屋外壁開口部 ⇒ 大物搬入口・機器ハッチ
• 建屋に接続する構造物 ⇒ トレンチ等
• 屋根損傷部※
※大雨により，これまで考慮してきた範囲より広い範囲の雨水が流入した可能性

 抽出した箇所について，現場状況の確認を行い，大雨時の流入リスクを評価
• 雨水が流入する可能性（開口の存在，周辺地盤との高低差等）
• 広いエリアに降った雨が集中する可能性（人為的な集水，地表面の勾配等）

大雨時の一時的な建屋流入量の増加は，地下水流入量の
増加によるものではなく，降雨に起因するものと考え，
これまで想定していなかった経路について調査を実施。

降雨後，サブドレン平均水位が高止まりしているにも関
わらず建屋流入量は減少しており，サブドレン平均水位
と建屋流入量の関係は通常の相関関係から大きく外れて
いる。
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２-１ ＜大雨時＞増加要因の調査 2/2
 現時点において，可能性が高いと考えられるものとして以下の２つの要因を抽出した。
① 1,2号機タービン建屋の屋根雨水排水のトレンチを介した建屋流入
② 3号機タービン建屋上屋の屋根損傷部からの雨水流入量増加

陸側遮水壁

#4T/B

Ｎ

①屋根雨水排水のトレンチを介した建屋流入

平面図

②屋根損傷部からの雨水流入量増加

#3T/B#1T/B #2T/B

1,2S/B

1,2号機タービン建屋
屋根雨水排水箇所

トレンチの開口部

トレンチの建屋貫通箇所
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２-2 ＜大雨時＞増加要因と対策（①トレンチ） 1/2

陸側遮水壁

#2逆洗弁
ピット

Ｎ

#2CST

１号機
屋根雨水排水箇所

２号機共通配管トレンチ

１号機
タービン
建屋 ２号機タービン建屋

マンホール

マンホール
２号機取水電源ケーブルトレンチ

建屋貫通箇所

２号機共通配管トレンチ開口部

#1T/B #2T/B #3T/B #4T/B

拡大範囲

KEY PLAN

Ｎ

▽T.P.+8.5m程度

２号機共通配管トレンチ

建屋貫通箇所

排水孔

▽T.P.+5.2m程度

屋根雨水排水

マンホール

ガレキ

２号機 取水電源
ケーブルトレンチ

２号機タービン建屋

建屋貫通箇所断面図と想定流入経路
（A-A’断面図）

（※ 通常時の降雨流入は，底部の排水孔から排水される構造）
平面図

想定流入経路A’
A

※

 2号機タービン建屋東側において1,2号機タービン建屋の屋根雨水を排水
しており，近傍に上部に開口を有する共通配管トレンチ，その下部に取水
電源ケーブルトレンチ（建屋貫通箇所有）がある。

 2017年10月台風時は，屋根雨水排水等の一部が近傍のトレンチ内に流入
し，底部の排水孔からの排水が間に合わず，建屋貫通箇所から2号機ター
ビン建屋に流入した可能性が考えられる。

 1,2号機タービン建屋の屋根雨水排水箇所には，約8,800m2 相当の降雨
が排水されたと考えられ，前述の1,2号機の建屋流入量の実績値と推定値
との差異（約6,000m2相当の降雨）とオーダーは概ね合う。また，トレ
ンチ内に溜まった雨水が時間遅れをもって建屋に流入した可能性も考えら
れる。
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２-2 ＜大雨時＞増加要因と対策（①トレンチ） 2/2

２号機共通配管トレンチ内部のガレキの状況（2018年2月）

▽T.P.+8.5m程度

２号機共通配管トレンチ

建屋貫通箇所

排水孔

▽T.P.+5.2m程度

屋根雨水排水

マンホール

ガレキ

２号機 取水電源
ケーブルトレンチ

２号機タービン建屋

想定流入経路

建屋貫通箇所断面図と想定流入経路（前頁再掲）

写真範囲

 建屋貫通箇所の状況を把握するため，共通配管トレンチ内部のガレキを撤去し，取水電源
ケーブルトレンチ内部の調査を実施中（～2018年4月予定）。

 上記調査結果を踏まえ，建屋貫通箇所から建屋への流入防止に必要な対策を実施する予定
（～2018年8月予定）。
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２-3 ＜大雨時＞増加要因と対策（②屋根損傷部） 1/2
 3号機タービン建屋の屋根面は東側に傾斜しており，屋根雨水は東端に設置されたルーフドレンから
排水される構造となっている。

 屋根損傷部近傍の降雨は損傷部から建屋内に流入すると想定している（想定面積:約1,000m2）。

 2017年10月台風時は短期間に非常に多くの降雨があったため，ルーフドレンからの排水が間に合わ
ず，屋根損傷部にこれまで想定してきた範囲より広い範囲の雨水が流入した可能性があると考えられ
る。

 上記の場合，想定面積に対して最大で+約3,000m2 相当の降雨が流入する計算となる。前述の3,4号
機の建屋流入量の実績値と推定値の差異（約4,000m2 相当の降雨）とオーダーは概ね合っている。

N 損傷部（小穴）
約10m2

損傷部（大穴）
約100m2降雨時は損傷部近傍の雨水が流入

すると想定（約1,000m2）

屋
根
勾
配

大雨時は広範囲の雨水が流入する可能性

3号機タービン建屋上屋の状況

ルーフドレン
凡例

※ 大雨時の雨水の流れ（矢印）は想定

（参考）3号機タービン建屋上屋の面積：約4,200m2
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２-3 ＜大雨時＞増加要因と対策（②屋根損傷部） 2/2

③-1: 屋根ユニット架設※
・地組みした屋根ユニットを揚重して設置
・風対策として端部をアンカーで固定

①: クレーンヤード整備
・大型クレーンが寄りつける
ように逆洗弁ピット覆工，路
盤補強によりヤードを拡張

②: ガレキ撤去/線量低減
・大型クレーン＋吸引装置により遠隔
でガレキ、ルーフブロック，敷き砂等
を撤去し，線量を低減 ※大穴を含むスラブ損傷範囲

N
3号機タービン建屋上屋

4T/B

（約1,500m2）

（約950m2）

（約1,750m2）

逆洗弁ピット

T/B低層部
約680m2

合計 約4,200m2
3,4増設S/B
約680m2

600tC/C

建屋海側道路

①: クレーンヤード整備

③-1: 屋根ユニット架設

③-2: 遮へい＋吹付防水

③-2: 遮へい＋吹付防水

②: ガレキ撤去/線量低減

取り合い部は堰等で区画
（雨水浸入を防止）

吸引装置

③-2: 遮へい＋吹付防水
・コンクリート打設等によりさらに線量低減
・吹付防水にて防水面を形成

3号機タービン建屋屋根対策イメージ

 開口部への屋根掛け等により2020年度上期までに雨水流入対策を行う予定。
 2018年度上期よりタービン建屋海側ヤード整備に着手予定。

第５8回 特定原子力施設監視・
評価検討会 資料3 より抜粋
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３．降雨がない期間の一時的な建屋流入量の増加について＜2018年2月＞
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増加傾向
2/1～19頃 減少

2/20以降

2/1 2/20

1,2号機 建屋流入量（2018年1～3月）

※2： ①地下水流入量(推定)については，1,2号機-3,4号機それぞれ1~4号機全体の1/2として概略計算した。

降雨なし

2018年2月に降雨がないにも関わらず，1,2号機において一時的に建屋流入量が増加した期間に
ついて，増減した時期を把握するため，1日毎の建屋流入量の推移を確認した。
 2/1頃から建屋流入量が増加傾向を示し，2/20頃を境に減少して増加前の水準に戻った。

※1: 日データ(m3/日)を時間あたり(m3/h)に換算

建
屋
流
入
量
（
m
3 /
h）

降
雨
量
（
m
m
/日
）

①地下水流入量(推定) ②屋根雨水流入量(推定)建屋流入量(実績)
※2

※1
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３-１ ＜降雨なし＞増加要因の調査 1/2

（調査）
 降雨によらず建屋流入量を増加させる要因の有無について，下記の状況を調査・確認

① 建屋及び建屋周辺で水を扱う作業
② 配管破断等がおこると建屋流入量に影響する設備の健全性
③ 増加の水源となりうる貯水タンクの状況

降雨がない期間に建屋流入量が増加，減少した。
（ 2/1頃から建屋流入量が増加傾向を示し，2/20頃を境に減少して増加前の水準に戻った）

上記期間において，人為的・設備的要因によって建屋流入量が増加した可能性があると考え，
調査を実施。
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３-１ ＜降雨なし＞増加要因の調査 2/2

作業 確認内容 確認結果

１ K排水路補修 2/1 排水路補修のために排水路内に堰を設置
2/20 堰内にポンプを設置して稼働 影響可能性高

２ 1号機海水配管トレンチ
閉塞 溜まり水の移送（2017年12月からの継続作業） 影響可能性低

３ 使用済燃料プール補給ラ
イン連続排水 雨水排水路へ排水（１晩で約27m3） 影響可能性低

4 1号機原子炉建屋散水 1/25～2/18散水なし 影響可能性低

①建屋及び建屋周辺で水を扱う作業

②配管破断等がおこると建屋水位に影響する設備の健全性
設備 確認内容 確認結果

１ 1号機原子炉建屋散水設備 散水時に配管からの漏えいが無いことを確認 異常なし

２ 山側トレンチ たまり水の水位が昨年と有意な変化がないことを確認 異常なし
３ 滞留水移送設備 設備に異常がないことを外観目視点検により確認等※ 異常なし

４ 使用済燃料プール 各号機のスキマサージタンクレベルに有意な変動がない
ことを確認等※ 異常なし

５ 原子炉注水ライン 漏えいがないことを外観目視点検により確認等※ 異常なし

設備 確認内容 確認結果
１ 1,2号機復水貯蔵タンク タンク内の水位に有意な変動がないことを確認 異常なし

③増加の水源となりうる1,2号機近傍の貯水タンクの状況
（※漏えい検知器が作動していないことも確認）
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増加傾向
2/1～19頃 減少

2/20以降

2/1 2/20

0
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３-２ ＜降雨なし＞増加要因と対策（K排水路） 1/3

Ｋ排水路集水枡断面図（A-A’）

Ｋ排水路集水枡付近平面図

日 K排水路補修作業 1,2号機建屋
流入量の状況

2/1 補修箇所のドライアップのため，上流側集水枡に
土のう堰と排水パイプを設置 →集水枡水位上昇

増加傾向に
転じた

2/20 集水枡水位低下のため，枡内にポンプを設置し，
排水パイプの下流側に導水 →集水枡水位低下

減少傾向に
転じた

2/21 集水枡水位がφ700ヒューム管の管底以下まで低下 減少した
状態で推移

【平面図】

【断面図】

K排水路補修作業の時系列と1,2号機建屋流入量の状況

建
屋
流
入
量
（
m
3 /
h）

関連が認められる

φ700ヒューム管

土のう堰

集水枡

ポンプ

排水パイプ
（2/20設置）

ポンプ稼働前の水位

ヒューム管底 T.P.+7.0m

標高は概算値

11
00

（2/20設置）
ホース

(2/20) T.P.+7.3～7.4m

ポンプ稼働後，水位が低下し
φ700ヒューム管の管底以下と
なっていることを確認（2/21)

Ｎ

補修箇所

ポンプ

φ700ヒューム管集水枡

排水パイプ土のう堰 ホース

15
00

（2/20設置） （2/20設置）

（単位：mm）

A A’

①地下水流入量(推定)

②屋根雨水流入量(推定)

建屋流入量(実績)

（凡例）

ポンプ稼働前の集水枡の状況(2/20)

 Ｋ排水路補修作業の時系列と1,2号機建屋流入量の増減に関連が認められた。

Φ700ヒューム管

Φ700ヒューム管

ポンプ稼働後の集水枡の状況(3/2)

1,2号機建屋流入量（11頁より一部再掲）
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３-２ ＜降雨なし＞増加要因と対策（K排水路） 2/3

Ｋ排水路集水枡

１号機タービン建屋

大
熊
通
り

水
処
理
建
屋

Ｋ排水路

陸
側
遮
水
壁

１号機
原子炉
建屋

φ700ヒューム管

▽T.P.+7.3～7.4m

T.P.+7.6m

１号機タービン建屋

K排水路集水枡

T.P.+7.0m

2/20ポンプ稼働前水位

Φ700ヒューム管

T.P.+6.7mT.P.+6.8mT.P.+7.0m

砕石・敷鉄板等
（1～1.5m程度）

▽震災前G.L.（T.P.+8.5m）

ルーフドレン

※標高は，図面より算出

１号機北西側雨水排水設備の概念図（黄色網掛け部）
※１号機原子炉建屋についても，ルーフドレンの最上流集水枡取付標高は同じ

補修作業に伴い生じた流れ（想定）

通常の流れ方向

（凡例）

平面図

断面図

 K排水路集水枡にはφ700ヒューム管が接続している。

 当該ヒューム管は1号機タービン建屋（下屋）屋根等の
雨水をＫ排水路に排水する経路となっている。

 K排水路の補修作業に伴い集水枡の水位を上昇させたた
め，K排水路を流れる水（約1,500m3/日）の一部が当該
ヒューム管を逆流したことに起因し，建屋流入量が増加
した可能性が考えられる。

1号機タービン建屋（下屋）
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３-２ ＜降雨なし＞増加要因と対策（K排水路） 3/3

 2018年2月における一時的な建屋流入量の増加は作業に伴うものと考えているが，大雨時
においても，集水枡の水位が上昇してφ700ヒューム管を逆流することにより建屋流入量が
増加する可能性があることから，当該ヒューム管の逆流防止対策を検討中（2018年4月中
に検討完了予定）。

 設計・施工方法が固まり次第，速やかに対策を実施する。
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４．まとめ
 調査状況

2017年10月台風時と2018年2月における一時的な建屋流入量増加について，現時点で，
比較的大きな要因と考えられる以下の事項が抽出されている。

＜2017年10月台風時＞
 1,2号機タービン建屋の屋根雨水排水が，近傍のトレンチを経由し建屋に流入した可能性
 3号機タービン建屋上屋の屋根損傷部に，これまで想定してきた範囲より広い範囲の雨水
が流入した可能性

＜2018年2月（降雨なし）＞
 Ｋ排水路の水の一部が，既存の雨水排水系統（φ700ヒューム管）を逆流し，建屋流入量
を増加させた可能性（大雨時においても同様の事象が生じていた可能性有り）

 今後の対応
更なる汚染水発生抑制の観点から，下記の対策を行う。

 2号機取水電源ケーブルトレンチ建屋貫通箇所の調査を実施し，その結果を踏まえ必要な
対策を実施（～2018年8月予定）

 3号機タービン建屋上屋について，屋根からの雨水流入防止対策を実施
（～2020年上期予定）

 Ｋ排水路（φ700ヒューム管）について，逆流防止対策を検討し，設計・施工方法が固ま
り次第，対策を実施
（2018年4月検討完了予定）

 上記対策の効果を確認するとともに，他の要因の有無についても調査を継続し，必要な箇
所について対策を実施
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【参考】地下水流入量(推定)の算出方法

 地下水流入量(推定)は，サブドレン平均水位と建屋流入量（※雨水流入量(推定)を
除く）の関係に基づき，回帰式にサブドレン平均水位を代入して算出した

y = 0.0647x ‐ 45.547
R² = 0.4995

0

100

200

300

400

500

600

700

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

590(台風通過の週)

260(台風通過の翌週)
160,170(K排水路補修作業を実施していた週)

（※ 評価期間：2016年1月～2018年2月）

建
屋
流
入
量
（
m
3 /
日
）

サブドレン平均水位（T.P.+mm）

サブドレン平均水位と建屋流入量（雨水流入量(推定)を除く）
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R/B ： 原子炉建屋
T/B ： タービン建屋
Rw/B ： 廃棄物処理建屋

【凡例】
雨水流入箇所（屋根損傷部）

3T/B(2011年）

【参考】屋根雨水対策状況（全体）

FSTR他

4R/B上屋

排気筒

4Rw/B

1,2S/B

4FSTR
排気筒

3,4S/B

3T/B下屋

4T/B上屋

4T/B下屋

2T/B上屋

2T/B下屋

2R/B下屋 3R/B下屋 4R/B下屋

2R/B上屋

1T/B下屋
1R/B下屋

1T/B上屋

3C/B4C/B1C/B2C/B

2020年度上期完了予定

2018年2月末
ドーム屋根設置完了

ガレキ撤去作業中
（2023年度カバー
設置完了予定）

2020年度上期完了予定
屋根面積: 約2,100m2 屋根面積: 約1,600m2

推定流入面積: 約1,000m2

屋根面積: 約1,200m2

実施時期検討中
屋根面積: 約1,000m2

1,2Rw/B(2011年)

汚染源除去対策済箇所

カバー屋根設置済箇所

4T/B(2017年）

汚染源除去・新規防水済
2017年8月3日

雨水排水ルート切替済
（放水路⇒8.5m盤地表面）

1Rw/B

3Rw/B
2Rw/B1R/B上屋 3R/B上屋

3T/B上屋

汚染源除去・新規防水済
2017年6月30日

雨水排水ルート切替済
（放水路⇒8.5m盤地表面）

4R/B(2013年）

陸側遮水壁

2013年7月
屋根カバー設置済

雨水排水

雨水排水

屋根面積: 約8,800m2
屋根面積: 約4,200m2
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【参考】K排水路集水枡とその周辺の雨水排水経路

Ｋ排水路集水枡

１号機タービン建屋

大
熊
通
り

水
処
理
建
屋

Ｋ排水路

陸側遮水壁

補修作業に伴い生じた流れ（想定）

通常の流れ方向

（凡例）

Ｎ

１号機海水配管トレンチ

φ1000ヒューム管

新設排水路（Ｋ排水路分岐）

法尻側溝

陸
側
遮
水
壁

マンホール

閉塞

KEY PLAN

φ300 L=2

φ
3
00
 L
=
33
.9
3
m

17D 17

16

K排水路

陸側遮水壁

拡大範囲

２号機
タービン
建屋

１号機
原子炉
建屋

２号機
原子炉
建屋

φ700ヒューム管

K排水路集水枡周辺平面図
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Ｋ排水路集水枡

１号機タービン建屋

大
熊
通
り

水
処
理
建
屋

Ｋ排水路

Ｎ

陸
側
遮
水
壁 １号機

原子炉
建屋

φ700ヒューム管

RW4

Ci-1

RW5

RW3
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【参考】K排水路補修作業と周辺地下水位の状況

補修作業に伴い生じた流れ（想定）

通常の流れ方向

（凡例）

KEY PLAN

RW4

Ci-1
RW5

2/1 土のう堰設置
2/20 7時頃 集水枡内ポンプ稼働

降水量降水量降水量

RW3

降水量

2/1 土のう堰設置
2/20 7時頃 集水枡内ポンプ稼働

2/1 土のう堰設置
2/20 7時頃 集水枡内ポンプ稼働

2/1 土のう堰設置
2/20 7時頃 集水枡内ポンプ稼働

 Ｋ排水路の補修作業に伴い，周辺地下水位に下記のような挙動が認められた
 2/1 土のう堰設置後，地下水位上昇
 2/20 集水枡内のポンプ稼働後，地下水位低下
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【参考】1F降雨と建屋への地下水流入量・各くみ上げ量の推移
第一段階
フェーズ1凍結開始（3/31）

第二段階(Ⅱ)
凍結開始（3/3） 第三段階凍結開始（8/22）

第一段階
フェーズ2凍結開始（6/6）

第二段階(Ⅰ)
凍結開始（12/3）
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量
(m

3 /
日
）

T.P.+2.5m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下水ドレン・くみ上げ車両）

地下水ドレン ウェルポイント くみ上げ車両によるくみ上げ・移送
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サブドレン稼働実績とくみ上げ量

稼働サブドレンピット数全サブドレンピット数：42基

445 473 409 387 447 463 513 439 465 438 386 512 514 406 451 539 526 482 522 497 600 513 567 520 388 326 320 445
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量
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建屋への地下水・雨水等流入量

注）建屋への流入量は1週間の平均値を表示。従来切り上げた数値を使用していたが，評価精度向上のため四捨五入した数字を使用。

また，建屋水位計の校正に伴う補正を実施。
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降雨量（福島第一）

53.0 91.5 23.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.0 357.0 309.0 35.5 62.0 40.5 41.0 12.0 81.0 70.0 117.0 127.5 131.0 128.0 141.5 416.0 12.5 18.0 39.5 0.0 173.5

※1：～3/22
※2：～3/25

平均：

平均：

平均：

合計：
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※2

※2


